




































• 心筋梗塞Wisterラット（体重約300 g）にI-123 BMIPP 50MBq
投与し、10分後より心電図同期下で心筋画像撮像（24分間収集）
• マウス心電図同期CT































































































































• 感度はmouse SL > mouse PH > rat SL > rat PHの順であった
• マウス用PHコリメータではFWHM 0.7 mmと良好な空間分解能が得られた
• スリットコリメータは、体軸方向の空間分解能は低かったが、均一性に優れ
ていた
• 画像再構成時の分解能補正により、空間分解能は約30%改善し、均一性も改
善したが、RCの過大補正なども見られた
• 30分間の収集時間で良好なマウス骨SPECT画像が得られた
• 心電図同期心筋SPECTや心電図同期CT収集が可能であった
結語
•半導体検出器を用いたSPECT/CT装置である
speCZT/CT120は、優れたエネルギー分解能を
示し、マウスやラットなど小動物の撮像に適した
システムであると考えられた
•今後は、更に高分解能を目指したコリメータの開
発、高エネルギー分解能を活かした多核種同時収
集や散乱線補正など、更に検討を進める予定です
